
■ワンフォーワン■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 342号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：チャレンジアシストのご案内 

 

僕は、2010年から東京都教育委員会と BumB東京スポーツ文化館（社会教育事業セクション）が主催する、チ

ャレンジ・アシスト・プログラムの審査委員を、引き受けています。 

この事業は、若者グループの企画・提案に、総額百万円を助成するというもので、その選考は公開審査会で行わ

れ、1年間の活動後には合同報告会も行われています。 

たとえ入選して助成を受けることができなくても、自分のチャレンジを見える化し、発表後の質疑応答に臨むこ

とは、とても有意義な体験であり、それ自体がまさにチャレンジです。 

行政や教育機関そしてソーシャルセクションの法人関係者に交じって、ただのおじさんである僕がその審査員で

あること自体、この助成金がいかにチャレンジングな制度であるかを示しています。 

・ 

実は昨年に続くコロナ禍の中で、この制度に挑む応募者数は激減し、その活動内容も厳しい制約を受けています。 

その困難に立ち向かう若者たちの仲間づくりを応援するため、僕が審査員の域を超えたおせっかいを焼いている

ことはご想像の通りです。 

今週は、2 つのプロジェクトがリアルとオンラインでイベントを開催しますので、興味のある方は是非覗いてみ

て下さい。 

11/13（土）17-20 時 REIWA Fashion Week（https://novanova.studio.site/） 

11/15（月）20-23 時 ダンス井戸端会議（https://idobata.space/article/665/） 

・ 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 



 

2. ブログより：ワンフォーワン 

 

先週、新しい法人が誕生した。 

一般社団法人 One for Wanは、犬と人の幸せを追求し、犬と人が笑顔になる場と機会を創出することを目的とす

る。 

法人名にちなんで設立日に選ばれた 2021年 11月 1 日は、まさにワンが 4つも並ぶ「ワンワンの日」となった。 

神奈川法務局のある辻堂のレストランに集まった、設立メンバーによる乾杯の味は格別で、僕もノンアルビール

に酔いしれた。 

今日はそれを記念して、これまでの経緯を振り返りたい。 

・ 

この法人を立ち上げたＳさんに出会ったのは、2012年の 5月のこと。 

当時、世田谷区産業振興公社の中で僕が開催していた「ソーシャルビジネスセミナー」の「ど素人講座」に参加

して下さったのがきっかけだ。 

現在僕が拠点としている笑恵館オーナーの Tさんとも、このセミナーで知り合った。 

Ｔさんとは、出会って 4 か月後の 2012 年 9 月にさっさと法人（日本土地資源協会）を立ち上げて、2 年後には

笑恵館の開業にこぎつけた。 

だが、当時の僕にとって S さんの目指す「犬を介したまちづくり」は、掴みどころのないプロジェクトだった。 

たまたまＳさんがフィールドに選んだ駒沢の町に、僕がアントレハウス駒沢を開設したので、ここを拠点に「駒

沢ドッグストリート」というプロジェクトを立ち上げた。 

・ 

まず初めに取り組んだのは、地域の住民にこのプロジェクトの存在を伝えること。 

早速プロジェクトの内容を説明するチラシを作成し、駒沢公園周辺の2,000世帯に自分たちでポスティングした。 

そころが、その反響は賛否両論の真っ二つ。 

「犬のまちづくり なんて、やめてくれ！」と言わんばかりの否定的な反響から「フン害に憤慨」などというダジ

ャレが飛び出す始末（https://nanoni.co.jp/130423-2/）。 

でもそのおかげで、「犬が悪い」のでなく「買主＝人間のモラルやマナーの問題だ」という気づきが生まれ、「駒

沢ドッグストリートプロジェクト（https://nanoni.co.jp/130505-2/）」の目指す方向性が見えてきた。 

・ 

そこで初めに取り組んだのが、駒沢のまちを「犬と暮らす人の目線」から見た「マップ作り」だった。 

ドッグランも併設された駒沢公園周辺は、愛犬家たちにとって人気のスポットだったため、公園周辺には多数の

関連ショップが軒を連ね、ちょっとした「犬関連専門店街」となっていた。 

そこで、公園周辺の店舗を調査して、「無条件で犬同伴できる店」、「条件付きで同伴できる店」、「犬同伴禁止の

店」の 3つに分類表示したマップの製作に着手した。 

Ｓさんが自らすべての店舗を訪問し、「あなたのお店は犬同伴を認めていますか？」と尋ねるのだが、「あんたは

一体何者だ？」と問いただされてしまう。 

これに対し、初めはくじけそうになったＳさんだが、次第に堂々と「私は犬を愛するただのおばさんです」と答

えるようになっていき、世田谷区の助成を得ることでついにマップが完成した 

全ての掲載店にマップを配布できた時の感動は、今でも忘れられない。 

・ 

だが、せっかく集積する犬関連ショップをＳさんがつないだのに、それらの連携は一向に進みそうにない。 

そこで、お店同士をつなげるのでなく、飼い主同士をつなげることで、マナーやモラルを学び合う「お散歩教習



所」を思いついた。（http://dog-street.net/のメニューより） 

こうして 2014 年 3月には駒沢公園内のお散歩コースが完成し、お散歩教習所が始まった。 

そして主催者、指導者（ドッグトレーナー）、そして参加者（愛犬家）の誰もが「犬を愛すること」を共有するコ

ミュニティとして「こまいぬクラブ」が形成されていった。 

折しも、笑恵館クラブが運営する笑恵館が完成し、僕はアントレハウス駒沢を引き払って、活動拠点を笑恵館に

移転した。 

・ 

その後しばらくの間、駒沢ドッグストリートの活動から遠ざかっていた僕に、Ｓさんから連絡があったのは今年

5 月のこと。 

これまで孤軍奮闘してきたＳさんだが、新たに出会った二人の仲間に、会社をリタイヤしたご主人も加わって、

ついに法人を立ち上げたいので手伝って欲しいという嬉しい連絡だった。 

もちろん僕が即刻快諾したのは言うまでもない。 

まずはＳさんと夢を分かち合う(共有する)仲間ができたことを祝福した。 

そして、すぐさま僕が提案したことは、「法人の定款を仲間たちと全員一致で作成し、その後もすべてを全員一致

で決めること」だった。 

・ 

犬を愛する人たちに限らず、NPO など思いを共有する人達がその団結を維持するのは極めて難しく、些細な違

いが分裂や分解を招いてしまうことを僕は知っている。 

だからこそ僕は、合意形成と全員一致にこだわった。 

多数決による妥協こそが、体制に従う忖度を生み、多様性を否定し続ける諸悪の根源だ。 

意見の違いを認め合うということは、その決別に躊躇せず、合意さえあれば誰でも受け入れることだと思う。 

今日の写真に写っているこの笑顔を見て、あなたにもその合意を感じて欲しい。 

 

https://nanoni.co.jp/20211107/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）11/09 いづみ（反町）作業日 

面談◎：09-15時 いづみ PJT オープンデイ、説明会（反町） 

（水）11/10 なのに（自宅）作業日 

（木）11/11 笑恵館（世田谷）作業日 

   訪問○：10-12時 10万円不動産現地調査（浦賀） 

   会議○：16-17時 日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

   会議○：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）11/12 なのに（自宅）作業日 

葬儀×：11-16時 宇佐美家葬儀（横浜） 

交流○：19-20時 カプラー起業交流会（リモート） 

（土）11/13 笑恵館（世田谷）作業日 



 面談◎：09-16時 よろず相談会（笑恵館） 

 面談×：13-15時 青葉区ヒヤリング（笑恵館） 

 交流×：17-20時 REIWA Fashion Week（https://novanova.studio.site/） 

（日）11/14 なのに（自宅）作業日 

   会議×：19-21時 RYUSEN Projecy（リモート） 

（月）11/15 なのに（自宅）作業日 

   交流○：20-23時 ダンス井戸端会議（https://idobata.space/article/665/） 

 

■定例の予定 

毎   日 22-23 時 〇オンライン談話室（zoom） 

毎週火曜日 10-17 時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17 時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第２木曜日 16-17 時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20 時 ◎カプラー起業交流会（リモート） 

第３木曜日 13-18 時 〇笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20 時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21 時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

毎月 １日 20-22 時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（リモート） 

 

■今後の予定 

会議：11/16 ×HFA定例会（渋谷） 

交流：11/23 ○名栗の森 焚火＋JAZZ 

旅行：12/19～12/21 ×奄美大島（個人旅行） 

イベント：01/23 〇みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 



http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


